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１　多面的機能発揮促進事業の目標
１．現況
本地域では，主に水稲栽培が盛んに行われている。近年，消費者のニーズは多様化し，
　化学合成農薬及び化学肥料の使用を低減した農産物への関心が高まってきている。こうし
　た消費者ニーズの変化に対応するとともに，農業生産活動を通じて環境保全に資する取組
　が必要となっている。
２．目標
　１をふまえ，有機農業や化学肥料及び化学合成農薬を低減した農業生産活動を実施することにより，生物多様性を保全し，農業の有する多面的機能の発揮を促進する。
２　多面的機能発揮促進事業の内容
(1) 多面的機能発揮促進事業の種類及び実施区域　
①　種類（実施するものに○を付すること。）
	１号事業（多面的機能支払交付金）

	
	
	法第３条第３項第１号イに掲げる施設の維持その他の主として当該施設の機能の保持を図る活動（以下「イの活動」という。）
（農地維持支払交付金）

	
	
	法第３条第３項第１号ロに掲げる施設の改良その他の主として当該施設の機能の増進を図る活動（以下「ロの活動」という。）
（資源向上支払交付金）

	
	 ２号事業（中山間等地域等直接支払交付金）

	  ○
	 ３号事業（環境保全型農業直接支払交付金）

	
	 ４号事業（その他農業の有する多面的機能の発揮の促進に資する事業）


②　実施区域
別添の環境保全型農業直接支払交付金に係る営農活動計画書の実施区域位置図のとおり
(2)活動の内容等
①１号事業
１) 事業に係る施設の所在及び施設の種類、活動の別
２) 活動の内容　
イ　イの活動
ロ　ロの活動
　
　②２号事業
1) 農業生産活動の内容　
2) 農業生産活動の継続的な実施を推進するための活動
③３号事業
1) 自然環境の保全に資する農業の生産方式の内容
　　営農活動計画書「Ⅳ．３号事業（環境保全型農業直接支払）」の「１　自然環境の保全に資する農業の生産方式」に記載のとおり。
2) 1)の生産方式を導入した農業生産活動の実施を推進するための活動の内容
　　　営農活動計画書「Ⅳ．３号事業（環境保全型農業直接支払）」の「３　自然環境の保全に資する農業の生産方式を導入した農業生産活動の実施を推進するための活動の内容」に記載のとおり。
３　多面的機能発揮促進事業の実施期間
　営農活動計画書「Ｉ．地区の概要」の「１．活動期間」に記載のとおり
４　農業者団体等の構成員に係る事項
　営農活動計画書「（別添２）構成員一覧」に記載のとおり。
